
人材不足を乗り越えて、業務改革を諦めない
ベル・データの支援サービス活用事例

Power事業部 須藤純

IBM iフォーラム 2025
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Profile

ベル・データ株式会社

Power事業部 Power統括部

統括部長

須藤 純

生年月日 1972年1月1日生まれ
出身 山梨県富士吉田市（富士山の麓）
趣味 とにかく車（乗ること、洗車）

1996年12月
・某証券会社(営業)からベル・データ(営業)へ転職
社員番号：40番（当時社員数は約30名）

～2024年9月
・営業本部に所属、直販営業に従事

2024年10月
・営業本部からPower事業部へ移動
入社以来、初めて営業部から離れる
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2017
データセン
タービジネス
拡張/強化

2012
Power Cloud 

for i
2007
運用監視サー

ビス
1998
レンタル事業

ベル・データの歩み

IBM Power(IBM i)を軸として
いつもお客様と共に成長してきました。

1991
IBM AS/400
販売

1993
IBM AS/400
自社保守

2001
アウトソーシ
ング事業

2009
データセン
ター事業

2015
アプリケー
ション事業

2019
データ活用支
援ビジネス

2022
シン・アウト
ソーシング

SMO

▶サービス提供全般の

品質の維持・向上

▶お客様要求と課題への対応

▶デジタル戦略のお手伝い

2023
PowerCloudNEXT

IBM Power (旧AS/400)の販売で創業し、
ITインフラ全体、アプリケーションと
ビジネスを拡大してきました。

2024～
Power市場の
プラット

フォーマーへ
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出典：アイマガジン株式会社「IBM iユーザー動向調査2024」

IT部門が参画すべき短期・中期的な経営課題
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  ッ 1 0 順位および比 とも、前 

 （ 2 0 2 3年）調査から大  変動は い。
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「DX 白書 2023」IPA: 独立行政法人  処理  機 

2021年 2022年

10.9%11.7%
（人材充  ）

73.4%52.4%

日本

アメリカ

• 充 していると る割合は
10% 近くと低迷

• 2021-2022 年において  さ
れてい い

• 人材  動  低い

• 充 していると る割合は
70% 以 

• 2021-2022 年においてさら 
る   見られる

• 人材  動  高い

やや過剰である

過不 は い

やや不 している

大幅に不 している

わから い

充 :「やや過剰である」と
「過不 は い」 合計

DX を  する人材が充足している割合の日米比較

1.3%

9.6%

33.9%
49.6%

5.6%

18.3%

55.1%

19.3%

3.3%
4.0%

https://www.ipa.go.jp/publish/wp-dx/gmcbt8000000botk-att/000108041.pdf
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日本

￭ IT エンジ ア 多くは IT 業に所属
している

￭ ア    ウハウはユーザー 業に
蓄積されにくい

米国

￭ IT エンジ ア 多くはユーザー 業
に所属している

￭ ア    ウハウ ユーザー 業に
蓄積される

ITに関わる人材の割合

IT 企業
922.5 千人

73.6%

IT 企業
1746.5 千人

35.1%

ユーザー企業
331.5 千人

26.4%
ユーザー企業
3234.6 千人

64.9%1,253.9 千人 4,981.1 千人

ブラックボックス化
リスク

人口比は 1 : 2.67、名目 GDP 比は 1 : 6.49

人口は OECD Data、名目 GDP は IMF、IT 人材  は「DX白書 2023」（独立行政法人  処理  機 ）より

ブラックボックス化リスク発生要因

https://data.oecd.org/
https://www.imf.org/en/Home
https://www.ipa.go.jp/publish/wp-dx/gmcbt8000000botk-att/000108041.pdf
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自社の IT

協調領域 競争領域

• 自社  みとは関係 薄い領域

• 投資を抑制

• 業   セ 標準 

• SaaS

• パッ ージソ  ウェア

• 自社 ジネ   み 領域

•  営資源を集 

•  製 

• アジャイル 制による柔軟 

DX   ー 2（ 間とりまとめ）より https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/digital_transformation_kasoku/20201228_report.html

協調領域で投資余 を み出し競争領域に資源を集  る

投資領域
 検討

自社 IT を協調領域と競争領域に識別 る

DX のためのデジタルプラットフォーム構築

https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/digital_transformation_kasoku/20201228_report.html
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『SUBARU、住友 学、デンソーも動いた、じわり広 る「    子会社吸 」 波』
（2022/3/17 日 XTech）

• 1980-90 年代に、 ア業 では いために IT は本 から切り離された

• 次第に IT 施策  り げに直結 る傾向 顕在 して た

• 市場 変 に  る即   求められるように った

『5年で人員9倍に、知られざる ャー IT 製部隊 威 』 （2022/4/11 日 XTech）

『     製  動  顕著に、 業は遅れずに実践せよ！』（2020/9/24 IT Leaders）

• 完全 製 か、 た パー  ー ッ か

『 む     製 。  メ ッ ＆デメ ッ と 製   イン を探る』
（2021/6/24 outsystems）

• メ ッ ：  ック ック   避、 ウハウ社 蓄積、迅速・柔軟   

• デメ ッ ：     質、人材  、担当者離職   ク

内製化への動き：メディア報道より

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/00138/031400998/?P=2
https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/02016/040400002/
https://it.impress.co.jp/articles/-/20420
https://www.ctc-g.co.jp/solutions/outsystems/information/column/2106_system.html
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児島段ボール株式会社様事例：既存 RPGⅢを活かした業務改革

お 様    ール
• 業種：段 ール 製造・販 
• 年 ：約 150 億円・従業員数：約 400 名
•       部概要

• ベ  ン 2 名：RPGⅢ（RPG/400）       守・  を担当

•  堅 1 名：主に FF RPG        守・  を担当

    概要
• 1988 年に 社機から System 36（RPGⅡ）に乗換え、  後 AS/400（RPGⅢ）に移行
• 現行機は Power S1014 / IBM i 7.5
• 機能   ど       修 都 、順次該当部分を FF RPG に書 換え
•  幹ア   ー  ン：製造、販 、出荷

 ジネ   
• 販 時 見積金額 社 承認を得るため    を向 させたい

•      ー（ク ウ 型ワーク  ー・ソ  ー  ン）を採用：https://www.collabo-style.co.jp/

• 既存 幹業 ア    修は必要最低限に抑えたい

https://www.collabo-style.co.jp/
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RPGⅢとコラボフローの連携効果

当初は 幹    を 照し  ら     ーにデータを入 
• 申請 1 件あたり所要時間：10 分程 

• 1 日あたり全社 申請件数：100 件程 

• 入   を避けるために、申請者は  データ(原価)一覧を添付し、承認者は該当箇所を特定し判断 る

• 承認  ーは粗利に じて都 判断 る必要 あった

 幹    と     ー 自動連携を実現へ
• ワンタッチ自動入 ：2 秒程 

• 承認者は必要かつ正しい  データ みを受信 る で判断 迅速 される

• 承認  ーは自動 に選択され

全社で 1 日あたり 2 人相当分の入力作業量削減

承認者の作業負荷軽減

AAA   BBBBB CCCC DD       EEEEEE
----- ----- ---- -------- ------------
EEE   EEEEE FFF  GGGGGGG  ABCDEFGHIJKL
HHHH  III   JJJJ KKKKK    MNOPQRSTU
LLL   MMMMM NNN  OOOOOOO  VWXYZ
PPPP  QQQQ  RRRR SSSSS    ABCDEDGH
TTT   UUUUU VVV  WWWWWW   ASASB
HHHH  III   JJJJ KKKKK    MNOPQRSTU
LLL   MMMMM NNN  OOOOOOO  VWXYZ
PPPP  QQQQ  RRRR SSSSS    ABCDEDGH
TTT   UUUUU VVV  WWWWWW   ASASB

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

販 管理
（RPGⅢ）

     ー
（Web）

手入 から・・

 継     
（FF RPG）による
自動入 へ
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FF RPG はどのように位置づけられたのか

ベ  ン 方
• RPGⅢ   ・ 守に特 しており、FF RPG に馴染みにくい

• カ  位置 固定されている は、むしろ可読 向 につ  る

• 既存 RPGⅢ を多少手直しして FF RPG  継     と連携

 堅 方
• 児島段 ール株式会社様入社前は、C、MATLAB、FORTRAN、R、C#  ど 言語を  

• 数値計算・解析を目 としており、 幹ア      は無い

• 児島段 ール様入社後は、RPGⅡ、RPGⅢ、FF RPG + SQL を  

• 当初は OJT、  後は IBM  製 マ  アルや e-BELLNET による独学  心

• FF RPG  RPGⅢに  るメ ッ と感じられた点

• 数式をまとめて記述 ること で る

• 条件分岐  造（ネ  ） わかり易い

• DB 利用において、業界標準とされる SQL と組み合わせて活用したい

• FF RPG で 継     を  

• Web 環境におけるア  連携 ため 業界標準、REST API による実装

• B-Core API-HUB 内製化支援パックにより、FF RPG をベー とした、教育、 ン 
ル・       、Q&A  ど   ー を受けた
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B-Core API-HUB：ベル・データのサービス・ソリューション

• インターネッ 環境における IBM i  ア   ー  ン連携を実現

• 事実  業界標準である REST API をベー と る汎用 

• お 様要件に合わせて 数 実装方法を用意
• 完成モジ ール  ・  

•  ン ル・       

• 連携ツール販 ：（CData ど）

• 教育や Q&A  ど 技術支援  ど

REST API

クラウド• RPGⅢ
• RPGⅣ
• FF RPG 

 ど
• Cyber Port

• kintone

• kuzen

• Salesforce

• Google Workspace
•      ー  ど

 製 支援パック例

• for client：約 250 万円*

• for client & server：約 320 万円*

• お 様環境  支援
•  ン ル・       
• 教育
• 2 カ月間 Q&A 

• ア   ー  ン  ツール
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B-Core API-HUB  製 支援パックへ 評価

•    迅速 と   容について極めて高い  をいただいた

IBM i 可能 について感じること

• 利用されている機能 、かつて AS/400  範囲 に留まっている ー  多い
• で ることは意 に多い
→REST API だけで く、Navigator for i（  ウザによる    管理）、VS Code（IBM i向け
  ー ン   ツール）、Node.js（ ー ンソー 言語） ど、可能  あり う

理解しておくこと 望ましいこと

• SQL：データベー ・アクセ  業界標準であり、言語を超えた汎用  ある
• 文字 ー （CCSID）： 幹業 と ー ン と 環境とを連携させる際に、何らか 
考慮 必要に る

今後   

•  守を担当 るベ  ン  退前までに、RPGⅢ      扱いを決める必要 ある

ベル・データへ  待
• ユーザー・  ン  ーであり続けて欲しい

プロジェクトを振り返って

→ 内製化支援パックの中で網羅される
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情報システムの課題

出典：アイマガジン株式会社「IBM iユーザー動向調査2024」
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 システム要 の不足
 IBM iス ルの不足
 システム戦略に関する企画・  力の不足
     に関する情報  ・  ・構築力の不足
 経営 に対する提 力の不足
 ユーザー部 に  る    不 
  ー ンソー に関 る知識・   不 
 ク ウ  ー  に関 る知識・   不 
 IT 算 不 
 IT 入まで 分 検討・ 計・   間   で  い
    ック   過剰・ 大 
     に必要  算 不 
    メーカー・ベン ー・SIerから      不 
  待どおり IT 入   得られ い
    メーカー・ベン ー・SIer 技術  不 
   ベン ー 管理  しい

    

  ッ 1 0 順位および比 とも、前 
（ 2 0 2 3年）調査から大  変動は い。

 2位～10位には、「不 」を  ・ 
 と るも 、1 3位～１６位には、ベ
ン ーに関連 る  ・    ンク
されている
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広和株式会社様事例：ベル・データのアプリケーション保守サービス

• お 様    ール
• 業種： 業用機器類 製造・販 

• 年 ：約 30 億円・従業員数：108 名

•       要員

8 名：5 拠点・業 部 兼 、年齢 は 30-50 代まで幅広い

主に PC 管理を担当、IBM i   ・ 守は  

•     概要
• 1997 年：GUI PACK 製造・販 より利用 始

• 2013-5 年： 幹刷 と共に Visual LANSA  + VB .netに置 換え

• 2018 年： 入担当ベン ー事業撤退 ため、ベル・データ ア   守 ー  に移行

• 現行機は Power S814 / IBM i 7.2

• IBM iに  る感想
• 極めて安定しており、業 に支障  じたこと  い

• IT  キル  い 業に適している
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お客様の評価と今後の課題

• 年間 512 時間を契約 ※月額制も  可能

• ア   守 ー   メ ッ 
• 自社で  者を   る必要 無い

• 業 見直しを躊躇 る必要 無い

月間数件 ア   修を実施している

• ア   守 ー   枠を超える 模に る場合は  ジェク として実施

ベル・データ   ー  る で、現行調査 手間 最小限で済む

 間 縮、   低 、 質向 につ  っている

これまでにイン イ   、軽 税    どを実施

• 今後   
•  幹ア  刷 から 10 年  過しており、業 にマッチし い箇所 ある

全面刷 か部分 修か検討 

• ク ウ  を含めて、更 る   を検討 

• ベル・データへ  待
• IT に疎いユーザーに しても様々   をして欲しい
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・自社ビジネスの強みの領域への投資・内製化

・IBMiに対する後継者不足

二つ 事象に  るベル・データ 活用例をご紹介いたしました。

次に人材不 を補う当社  ー 概要をご紹介いたしま 。
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アプリケーション
サポート

クラウド基盤

運用／監視

サービス管理

  支援

シン・アウトソーシングがもたらす効果

アプリケーション保守

     ア   ー  ン
に  る維持 守/  

安心パック for i(専任SE）

IBM iに関わる技術 支援

PowerCloudNEXT(IBM i)

IBM Power   をご  

Belldata運用
マネジメントサービス

     運用 監視を実施

Service Management Office

 ー  全  

 質維持・向 を担う

シン・アウトソーシング

コア・コンピタンスを強化して
競争力を高める

IT人材 成のコストを抑制できる

専門的なノウハウを取り入れ
業務の品質を高める

核と る業 に社   ソー 
を集 させること で ま 。

アウ ソー ー 専   知見を
活用・ り入れること で ま 。

ITを維持・管理 るために必要 人材 
教育、 持等 最小限に抑えられま 

当社 アウ ソー ン  ー  では

様々   をご  いたしま 

人材不足を補う 当社が提供するサポート

特集ページ：https://www.belldata.com/lp2/outsourcing/

https://www.belldata.com/lp2/outsourcing/
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アウトソーシングは本当に効果があるのか

コア・コンピタンスを強化して
競争力を高める

IT人材 成のコストを抑制できる

専門的なノウハウを取り入れ
業務の品質を高める

核と る業 に社   ソー 
を集 させること で ま 。

アウ ソー ー 専   知見を
活用・ り入れること で ま 。

ITを維持・管理 るために必要 人材 
教育、 持等 最小限に抑えられま 

社内リソースを
「経営戦略」

へ専念させることに成功

競争領域へ 中させることがで
きた。現場と議論する機会が増
え良質な戦略が てられる。

RPG／IBMiの
教 が不要

他社事例／ 績
の良い部分を
取り入れる

専門知見をもとに
幾つものアイデアが創出・ 行
することで企業競争力を高める

ことができた

人材不足を補う 当社が提供するサポート

トレーニング側の人  保・投
資を抑えることができる
後継者不足という
将来への不安も払拭

クラウドを選択したことが
功を奏した
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まとめ
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IBM Power＋BELL DATA

IBM Power

経営者にIBM iを理解いただく

ユーザー様による IBM iコミュニティ活性化

DX/モダナイズ可能な開発人材 成

～2025年 日本IBMの主な取り組み～ ～2025年 ベル・データの主な取り組み～

Power市場のプラットフォーマーを目指す

・Power事業
・アプリケーション事業

IBM Power・IBM iの特徴

150,000社
以  利用

明 なロードマップ

資産継承性

信頼性

オープン性のある

テクノロジーの  

REST API / Python
LINE Kintone連携

API-HUB

少 くても世界で15万社以  
ご利用 。ク ウ 環境を含めて
考慮 ると実 数は更に えま 。

  意向表 通りに製 を  。
  ー  間も  であり
柔軟  ー  形態を  

既存RPG資 は長  に利用可能
セキ     ベル

日 BP社、     調査

弊社としての取組み

アプリケーション

領域への躍 
運用支援体制の強化

  者の

増強・ 成
良質な情報の発信

技術者 育成を弊社 使命と捉え、
若い世代を積極 に採用。
長 視点で  ン を意識。

全方位 に ー  を展  
分析・ 守・  ・運用支援を
多く お 様へ展 していま 。

e-bellnetは1万名 ご購読
2 /月   信を継続
 ずはご覧ください！

24h・技術者 常駐
駆け付け0分 支援 制

アウ ソー は420社を超える

ベル・データ

企業価値を高めるためには、自社ビジネスの強みとなる領域(DX)への投資が急務で内製と外部を上手
く融合していくことが求められる。

IBM Power+ベル・データにて様々な課題を解決へ導きます。



BELL GROUP の約束（プロミス）



ありがとうございました。


